
如
海
の
時
宗
々
学

河

野

憲

善

一

宗
に
お

い
て
経
論
釈
が
あ
り
、
時
宗
は
経
宗
で
あ
り
、
浄
土
三
部
経

を
正
依
と
す

別
依

一
経
と
し
て
弥
陀
経
、
そ
の

「臨
命
終
時
」
の
四

字
に

二
代
を
摂
す
と
。
無
間
自
説
で
あ
つ
て

二
経
の
始
終
は
執
持
名
号

に
あ
り
、

平
生
の
称
名
は
臨
終

一
刹
那
の
た
め
で
あ
り
、
本
願
の
大
悲

が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に

「時
之

二
字
錐
二言
微
一意
広
理
明

也
」
と
い
う
。

鶯
師
の
難
易
二
道
に
准
じ
、
紳
師
の
聖
浄
二
門
に
拠
り
、
善
導
を
宗

師
と
呼
び
、
そ
の
疏
の
外
に
余
事
を
説
か
ず
六
時
礼
讃
を
法
用
と
す
。

鎮
西
義
は
観
経
に
よ
り
定
散
を
分
ち

『
十
八
通
』
に
よ
れ
ば
教
行
証
に

約
し
て
教
相
を
成
す
と
。
時
宗
は
念
仏
の
外
の
余
行
を
説
か
な
い
、
第

十
八
生
因
本
願
の
念
仏
の
み
で
あ
り
、
釈
尊
の
随
自
意
に
出
で
、
本
願

の
大
悲
で
あ
る
と
と
も
に
釈
迦
出
世
の
本
懐
で
あ
り
、
そ
の
本
意
は
臨

命
終
時

の
大
事
で
あ
る
と
。

阿
弥
陀
教
宗
で
あ
つ
て
釈
迦
教
で
は
な
い
が
、
な
お

一
代
の
化
儀
に

依
る
の
は
釈
迦
の
金
口
だ
か
ら
で
あ
る
。
正
宗

に
称
名
を
説
き
流
通
に

阿
褥
菩
提
を
い
う
、
こ
こ
に
玄
秀
の

『
二
念
発

心
集
』
を
挙
げ
て
い
る

が
現
存
し
な
い
。
本
願
が
生
因
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

始
覚
の
仏
は
本
覚
の
衆
生
に
依
つ
て
正
覚
を
成
就
す
る
。
衆
生
の
往
生

が
本
願

の
内
容
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
が
名
号
酬
因
の
報
身
で
あ

り
、

こ
の
故
に
始
覚

の
弥
陀
は
本
覚

の
衆
生
に
よ
つ
て
願
を
発
し
て
名

号
を
以
て
往
生
を
決
定
し
、
始
覚
の
弥
陀
は
本
覚

の
法
と
な
り
、
本
覚

の
衆
生
は
始
覚

の
機
と
な

つ
て
始
本
合
成
し
、

凡
聖
不
二
機
法

二
体
の

南
無
阿
弥
陀
仏
と
顕
れ
る
。
酬
因
の
名
号
は
衆
生
の
本
覚
に
よ
つ
て
顕

れ
、
往
生
は
名
号
に
よ
り
決
定
す
る
。
そ
の

一
念

一
時
を
臨
命
終
時
と

い
い
、

二
念
口
称
の
端
的
底
で
あ
る
。

こ
れ
弥
陀
の
己
証
に
し
て
唯
仏

独
り
明
了
で
あ
る
と
。

本
願
力
を
も
つ
て
三
世
を
南
無
の
当
念
に
載

る
。
こ
の
一
念
の
時
が

さ
き
の

一
念
の
時
で
あ
る
。
三
心
は
名
号

の
外
な
る
能
領
解

の
三
心
で

あ
つ
て
は
な
ら
な
く
、
所
領
解
本
願

の
三
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

わ
が
宗
義
開
出
は
芝
崎
道
場
に
お
い
て
玄
秀
師
に
承
く
と
い
う
。
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二

無
安
心
を
以
て
安
心
と
す
。
機
法

一
体
の
故
で
あ
る
。
三
心
は
名
号

所
具
で
あ

つ
て
機
が
勧
発
す
る
も
の
で
は
な
い

下
々
品
が
時
宗
、
従

つ
て
時
衆

の
機
で
あ
り
、
悪
人
正
機
、
諸
の
不
善
業
を
具
え
て
い
る
。

二
生
造
悪
の
愚
人
、
死
に
臨
ん
で
知
識
称
名
を
勧
め
ぱ
慈
悲
加
祐
し
て

火
車
化
し
て
涼
風
と
な
る
、

こ
の
逆
悪
人
に
何
の
安
心
が
あ
ろ
う
か
。

若
し

一
派

の
如
く
逆
者
十
念
満
の
機
と
す
れ
ば
、

一
息
切
断
す
れ
ば
重

罪
を
滅
す

る
こ
と
は
な
い

時
宗
は
十
念
満
と
は
立
て
な
い
、

一
念
に

て
も
十
念

に
て
も
往
生
の
修
因
決
定
し
、
二
十

二
代
上
人

『
要
法
記
』

に
よ
る
。
大
信
心
は
如
来

の
心
よ
り
生
ず
る
、
『
浬
葉
経
』
の
文

で
あ

り
、
明
闇
も
と
体
な
く
、
名
号
は
明
で
あ
り
、
こ
れ
が
万
善
万
行
を
具
ハ

し
て
生
因
決
定
す
る
。
本
願
に
十
方
衆
生
と
あ
る
こ
と
が
五
逆
閾
提
を

含
む
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
宗
家
は
唯
除
を
抑
止
門
と
す
る
。
阿
鼻
に

入
る
業
で
は
あ
る
が
、

二
尊
の
内
証

一
意
で
あ
り
摂
取
門
と
な
る
。
本

願
の
除
逆

は
未
造
の
機
の
為
で
あ
る
。

当
流
の
安
心
、
五
逆
重
罪
を

二
機
に
収
め
て
し
か
も
無
安
心
で
あ
る
。

三
心
は
所
領
解
に
し
て
名
号
の
所
具
ハ
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
念
仏
が
念

仏
を
す
る

の
で
あ
る

三

三
心
と

は
安
心
で
あ
り
、
往
生
を
信
ず
る
心
で
あ
り
、
菩
提
に
趣
向

す
る
心
で
あ
り
、
そ
の
体
は
大
善
地
法
の
忍
許
澄
浄
を
義
と
す
る
。
凡

夫
は
平
生
に
何
の
三
心
が
あ
り
得
よ
う
か
、
時
宗
に
お
い
て
は
慈
悲
が

加
祐
の
故
に
名
号
所
具
ハと
し
、
本
願
の
三
心
自
然
に
し
て
あ
る
と
い
う
。

観
経
の
三
心
は
能
領
解
の
三
心
で
あ
り
、
釈
迦
教
の
三
心
で
あ
る
。

大
経
の
三
心
は
所
領
解
の
三
心
で
あ
つ
て
弥
陀
教
の
三
心
と
い
う
。
三

心
に
能
所
を
立
て
る
の
は
七
祖
託
何
の

『
器
朴
論
』
に
出
で
、
筆
者
如

海
は
玄
秀
か
ら
こ
れ
を
承
け
て
い
る
。
鎮
西
義

に
横
竪
の
三
心
あ
り
、

観
経
は
竪
、
大
経
は
横
の
三
心
、
横
竪
は
源
空

が

二
心
三
観
か
ら
立
て

ら
れ
た
名
目
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。
三
心
次
第
す
る
の
が
竪
、

一
が

他
二
を
具
す
る
の
が
横
、
横
竪
と
も
に
能
領
解
な
ら
ば
、
時
宗

の
安
心

で
は
な
い
が
、
時
宗
二
祖
他
阿
は
鎮
西
義
を
承
け
て
明
か
に
…横
竪
の
三

心
を
説

い
て
い
る
。

時
宗
は
端
的
に
い
つ
て
三
心
所
廃
の
法
門
で
あ
り
、
能
領
解
を
否
定

し
、
選
択

の
願
心
よ
り
発
す
弥
陀
因
中
の
三
心
を
安
心
と
す
る
。
仏
智

よ
り
計
ら
れ
た
真
実
深
心
を
も
つ
て
衆
生
の
本
覚
に
廻
向
し
た
ま
う
信

心
は
果
号

の
六
字
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
末
世
濁
悪
に
お
い
て
は
三
心

の
体
は
六
字
名
号
と
顕
れ
、
自
己
に
具
す
る
三
心
を
廃
し
、
六
字
に
具
ハ

す
る
三
心
を
立
て
る
。

こ
れ
を
離
の
三
心
と
い
う
。

宗
祖
の
御
義
に

「
三
心
と
は
但
だ
名
号
な
り
。
ゆ
え
に
至
心
信
楽
欲

生
我
国
の
文
、

こ
れ
を
称
我
名
号
と
釈
せ
り
。

爾
ら
ば
称
名
の
外
に
全

く
三
心
あ
る
こ
と
な
し
」
と
。
三
心
四
修
五
念
み
な
南
無
阿
弥
陀
仏
な

り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
名
号
に
は
心
を
入
る
と
も
心
に
名
号
を
入
る

べ
か

-346-



ら
ず
。
そ
の
故
は
名
号
は
信
不
信
と
も
に
称
す
れ
ば
往
生
す
。
他
力
不

思
議
の
故

で
あ
る
。
自
力
我
執
を
も
つ
て
と
か
く
あ
げ
つ
ら
う
べ
か
ら

ず
、
極
楽

は
無
我

の
土
で
あ
る
か
ら
我
執
を
も
つ
て
往
生
す
べ
か
ら
ず

と
あ
る
。

機
を
ま
た
機
に
勧
め
な

い
か
ら
所
領
解
と
い
う
、
他
力
だ
か
ら
で
あ

る
。
能
領
解
が
観
経
に
説
か
れ
て
い
る
の
は
初
信
の
た
め
の
方
便
で
あ

り
、
た
と

い
真
実
心
中
三
心
を
起
す
と
い
え
ど
も
雑
毒
の
善
な
ら
ば
虚

仮
で
あ
り
好
詐
百
端
で
あ
る
。
衆
生
の
意
地
を
嫌
い
棄
つ
る
の
で
あ
り
、

身
命
を
捨

て
心
の
な
き
を
心
と
す
る
、
こ
の
こ
と
は
他
力
名
号
に
没
入

し
、
仏
力
自
然
の
ま
ま
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
名
号
だ
け
で
あ
る
か
ら

独

二
名
号

と
い
う
。
三
心
は
定
散
要
門
の
施
設
で
あ
り
、
純
他
力
に
お

い
て
は
能
領
解
か
ら
所
領
解

へ
の
転
入
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

宗
祖

は
即
施
即
廃
と
い
つ
て
い
る
、
ま
た
無
安
心
を
も
つ
て
安
心
と
す
る
と

も
い
う
。

所
領
解
に
お
い
て
は

一
心
不
乱
の

二
心
で
あ
り
、
独

一
名
号

に
し
て
随
自
随
他
の
差
別
も
な
く
、
…機
の
差
別
も
亡
ず
る
と
い
う
。

こ

れ
は
十
劫
正
覚
が
衆
生
の
本
覚
に
帰
命
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
名
号

の
外
に
三
心
は
あ
る

べ
か
ら
ず
と
い
う
。

三
心
四
修
の
趣
、
機
の
上
に
あ
る
な
ら
ば
凡
情

の
善
悪
で
あ

つ
て
出

離
の
要
道

で
は
な
い
。唯

々
南
無
阿
弥
陀
仏
が
往
生
す
る
の
で
あ
る
と
。

念
仏
は
方
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
目
的
に
な
り
、
さ
ら
に
名
体
不
離
に
止

揚
さ
れ
る

宗
家

の
釈
九
帖

の
文
々
句
々
只
名
号
で
あ
り
、
長
門
顕
性

の
三
心
所
廃
の
法
門
を
称
揚
し
た
宗
祖
の
語
を
引
い
て
い
る
。

二
祖
他
阿
が
南
条
九
郎
に
示
し
て
云
く
、
煩

悩
の
厚
薄
を
謂
わ
ず
罪

障
の
軽
重
を
論
ぜ
ず
、
唯
口
称
す
れ
ば
声
則
ち
往

生
で
あ
る
と
。
九
郎

問
う
、
妄
念
の
上
の
唱
名
で
も
是
か
と
、
師
答

う
、
善
悪
に
心
を
用
い

ず
生
き
な
が
ら
身
命
を
智
識
に
譲
つ
て
我
を
我

と
せ
ず
心
を
心
と
し
て

用
い
ず
名
号
と
と
も
に
あ
る
、

こ
れ
が
他
力
で
あ
る
。
要
す
る
に
三
心

は
機
の
三
心
で
は
な
く
仏
の
側
に
あ
る

所
領
解

と
は
人
が
受
け
と
る

こ
と
で
あ
り
、
機
の
深
信
も
法
の
深
心
も
仏
が
廻
向
せ
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。

往
生
は
名
号
故
自
然
虚
無
に
し
て
青
黄
赤
白

黒
の
色
に
も
あ
ら
ず
、

長
短
方
円
の
形
に
も
あ
ら
ず
、
思
量
す
れ
ど
も
義
味
に
落
ち
ず
、
声
に

任
せ
て
唱
う
れ
ば
無
窮
の
生
死
を
離
る
と
。
名
号

の
外
に
安
心
が
な
い

と
い
う
こ
と
は
機
知
を
沢
じ
た
る
格
外
の
安
心

と

い
う

こ
と
が
で
き

る

安
心
は
学
解
で
は
な
い
、
人
我
を
離
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

二

向
に
愚
痴
に
還
り
、
万
事
を
天
運
に
任
せ
て
報

仏
の
聴
許
を
金
磐
に
響

か
す
念
仏
は
、
信
心
を
踊
躍
に
顕
わ
す
姿
と
な
る
。
解
悟
を
離
れ
た
単

直
仰
信
の
振
舞
が
喜
び
の
念
仏
と
な
る
の
で
あ
り
、
五
濁
末
法
の
世
弥

陀
を
仰
ぐ
こ
と
そ
の
事
が
限
り
な
き
法
悦
に
外
な
ら
な
い
。
身
命
を
仏

に
、
ま
た
は
そ
の
代
官
と
し
て
の
知
識
に
譲
り
奉

つ
て
手
足
居
動
わ
が

境
界
に
あ
ら
ず
、
機

の
功
を
断
ち
随
順
仏
願

の
体

に
あ
れ
ば
、
物
我
ま

た
お
の
ず
か
ら
絶
す
と
い
う
。

四
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自
な
る
も
の
の
三
業
を
離
れ
て
念
仏
す
る
を
離

三
業

の
念
仏
と

い

う
。
能
信

の
機
は
自
力
に
同
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
所
領
解
の
念
仏
と
無

安
心
の
念
仏
と
は
同
義
で
あ
る
。
能
信
は
三
業
清
浄
な
ら
し
め
虚
仮
を

嫌
う
心
品

に
よ
る
か
ら
他
力
の
中
の
自
力
で
あ
る
。
願
往
生
心
は
機
に

拘
る
と
も

い
う
が
、
初
発
の
心
で
あ
り
、
能
信
か
ら
所
信
に
至
る
を
欣

慕
心
と
い
う
。
な
お
そ
れ
は
六
識
分
別
の
妄
心
な
る
が
故
に
彼
土
の
修

因
に
あ
ら
ず
と
喝
破
す
る
。
宗
祖
の
語
に
、
人
我
願
が
切
な
れ
ば
往
生

す
べ
し
と
思

つ
て
い
る
が
、
機
功
に
堕
す
る
も
の
で
あ
る
。
行
者
が
待

つ
て
い
る

か
ら
来
迎
が
あ
る
、
こ
れ
も
…機
功
で
あ
る

自
己
に
よ
つ
て

見
仏
す
る
な
ら
ば
自
力
の
見
性
で
あ
り
、
離
度
量
の
念
仏
が
自
も
他
も

な
い
、
他
力
全

一
の
声

々
で
あ
る
。
三
祖
智
得
曰
く

「
他
力
の
称
名
の

上
に
は
欣

ぶ
べ
き
極
楽
も
な
く
恐
る
べ
き
地
獄
も
な
く
、

二
声
の
間
に

無
生
を
証

す
」
と
。
鷺
師
は
無
輩
品
と
釈
す
、
し
か
ら
ば
三
福
九
品
は

…機
に
お
い
て
発
願
せ
し
む
る
方
便

で
あ
り
、

一
立
古
今
然
の
浄
土
何
ぞ

機
情
の
隔
歴
に
落
ち
ん
や
と
い
う
。

三
輩
九
品
は
鏡
中
の
影
の
如
く
、

浄
土
の
体

は
名
号

で
あ
り
、
六
字

の
外
に
機
法
な
く
、
機
法
不
二
の
名

号
だ
か
ら
機
功
を
用
い
ず
離
三
業
で
あ
る
。

宗
祖
は
名
号
の
外
に
心
が
あ
る
を
二
心
雑
乱
と
い
つ
て
い
る
。
わ
が

起
こ
す
妄
念
で
あ

つ
て
は
な
ら
な
い
、
熊
野
の
神
授
に
照
合
す
る
な
ら

ば
信
不
信
浄
不
浄
を
弁
ぜ
ず
と
あ
る
こ
と
が
三
業
の
外
の
念
仏
と
領
解

さ
れ
る
。

信
不
信
と
は
機
功
に
拘
る
こ
と
で
あ
り
、
六
識
散
乱
の
凡
夫

深
く
信
じ
て
念
仏
礼
拝
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
熊
野
山
頭
神
韻
繧
渤

の
中
に
宗
祖
の
感
得
が
あ
り
、

こ
こ
に
所
領
解
の
安
心
が
あ
る
。
四
大

虚
妄
の
身
命
を
捨
て
、
仏
と
知
識
と

二
体
と
観
じ

て
吾
を
吾
と
せ
ず
、

善
悪
と
も
に
障
ら
ず
是
非
に
偏
ら
ず
、
有
心
は
生
死
の
道
無
心
は
是
浬

架
と
、
念
々
声

々
が
す
な
わ
ち
浬
契
の
道
で
あ
り
、
独

一
念
仏
で
あ
る
。

無
心
と
は
離
念
と
も
い
い
、
仏
知
識
に
す
べ
て
を
任
せ
奉
る
こ
と
で
あ

り
、
心
に
名
号
を
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
名
号
に
心
を
入
れ
、
念
仏
が

念
仏
を
す
る
の
で
あ
り
、
名
号
が
名
号
を
聞
く
の
で
あ
る
。
凡
夫
の
心

に
は
決
定
な
し
と
断
ず
る
の
で
あ
る
。
往
生
は
心
品
に
よ
ら
な
い
、
心

品
、
心
の
持
ち
よ
う
を
捨
て
名
号
に
任
せ
ば
名
号
は
他
力
で
あ
る
。

『
散
善
義
』
に
仏
の
捨
て
し
め
給
う
を
捨
て
と
は
自
の
意
業
を
離
れ

る
こ
と
で
あ
り
、
遣
行
と
は
自
の
口
業
を
離
れ
る

こ
と
で
あ
り
、
遣
去

ま
た
身
業
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
る

こ
こ
に
乗
師

の
言
を
挙
げ
て
い
る
o

ハ

ラ

テ

ヲ

「
離
三
業
念
仏
領
解
人
者

自
成
二迷
悟
不
二
位

幻
菩
薩
道
不
レ
行
ゆ
凡

ノ

テ

夫
不
レ断
二漏
身
一獲
二得
生
死
当
体
仏
果
一云
云
」
。
乗
阿
は
徳
川
期
国
学

と
宗
学
の
泰
斗
で
あ
る
。

こ
れ

二
乗
無
価
の
称
名

で
あ
る
と
、
如
海
は

離
三
業
の
念
仏
と
評
す
る
。
以
上
離
三
業
の
宗
意
玄
秀
に
承
く
と
断
つ

て
い
る
。

(註
を
割
愛
す
る
)
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